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令和３年９月定例会の内容をお届けします。

子ども食堂の打ち合わせをするスタッフ

＆

しまだきもの
さんぽの会

市議会

特 集
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し
ま
だ
き
も
の
さ
ん
ぽ
の
会
は
、
５
年
前
に
市

主
催
の
百
人
会
議
で
知
り
合
っ
た
６
人
が
「
着
物

を
も
っ
と
着
る
機
会
が
あ
る
と
い
い
ね
」
と
の
気

持
ち
で
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。
蓬
莱
橋
な
ど
で
着
物

を
着
て
歩
く
な
ど
の
活
動
を
す
る
中
で
、
着
物
を

借
り
た
い
、
着
物
を
着
せ
て
ほ
し
い
な
ど
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
声
に
後
押
し
さ
れ
、
今
年
７
月
、

川
越
街
道
沿
い
の
空
き
家
を
借
り
て
、
着
付
け
や

レ
ン
タ
ル
の
店
を
始
め
ま
し
た
。

《
こ
の
会
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
と
目
的
は
何
で

す
か
。》

・
百
人
会
議
で
知
り
合
っ
た
６
人
（
男
１
、
女
５
）
が

意
気
投
合
し
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

・
島
田
に
は
着
物
文
化
が
あ
る
の
に
着
物
を
気
軽
に
着

る
場
所
が
少
な
い
。
着
物
を
も
っ
と
気
軽
に
着
よ
う

と
。
着
物
で
島
田
を
元
気
に
し
た
い
と
の
思
い
で
す
。

《
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
か
。》

・
当
初
は
、
蓬
莱
橋
や
川
越
街
道
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

会
員
が
着
物
を
着
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
口
コ

ミ
で
広
が
り
、
賛
同
し
て
く
れ
る
方
々
が
着
物
を
着

て
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
多
い
時
に
は
80
〜
100
人
の
方
々
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
カ
メ
ラ
マ
ン
も
参
加
し
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
男
性
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

《
お
店
を
開
く
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。》

　
・
　
以
前
、「
８
９
７
・
４
茶
屋
」
が
で
き
る
前
に
同
じ
場

所
で「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
の
店
」を
開
い
て
い
ま
し
た
。

　
・
　
活
動
を
続
け
る
中
で
、着
物
を
着
付
け
て
ほ
し
い
、レ

ン
タ
ル
で
き
な
い
か
、
不
用
と
な
っ
た
着
物
を
引
き

取
っ
て
ほ
し
い
な
ど
の
声
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
・
　
そ
の
よ
う
な
声
に
応
え
た
い
と
着
付
け
や
レ
ン
タ
ル

着
物
の
文
化
を
広
め
た
い

　
　
　

        

着
物
で
島
田
を
元
気
に
し
た
い

川越街道に着物の着付け
やレンタルの店を始めた

　「しまだきものさんぽの会」
の皆さんに

お話を伺いました。

市議会

しまだきもの
さんぽの会

＆

特 集
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を
始
め
ま
し
た
。
最
初
、
お
店
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
着
物
数
が
増
え
保
管
場
所
も
必
要
に
な
り
、

市
の
協
力
も
あ
り
、
こ
の
場
所
を
お
借
り
で
き
ま

し
た
。

《
こ
の
お
店
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
考
え
て
い

ま
す
か
。》

・
こ
こ
で
は
、
着
物
着
付
け
、
買
い
取
り
、
さ
ら
に

リ
メ
ー
ク
し
た
バ
ッ
ク
や
履
物
等
の
展
示
・
販
売
、

併
せ
て
カ
フ
ェ
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

《
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
？
》

・
ゆ
っ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
良
い
時
間
の
流
れ
の
中
で
、

活
動
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

《
川
越
街
道
等
の
観
光
に
何
を
期
待
し
ま
す
か
。》

・川
越
街
道
遺
跡
、博
物
館
、公
園
（
朝
顔
の
松
）
な

ど
と
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
場
所
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
連
携
さ
せ
て
観
光
客
を
呼
び
込

む
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
の

店
の
活
動
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

・
今
後
、
こ
の
地
区
の
整
備
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
大
変
期
待
し
て
い
ま
す
。

《
市
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。》

・
市
民
に
も
っ
と
川
越
街
道
の
歴
史
や
着
物
の
文
化

の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、市

か
ら
の
広
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
市
長
は
着
物
が
大
好
き
で
す
。
皆
さ
ん
も
着
物
を

着
て
の
散
歩
は
ど
う
で
す
か
。
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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８
月
31
日
（
火
）
本
議
会
初
日　
26
議
案
上
程

専
決
処
分
等
の
報
告
２
件
、
一
般
会
計
決
算
な
ど
の
認
定
10
件
、
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
12
件
が
提
出
さ
れ
、
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
補
正
予
算
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

９
月
８
日
（
水
）
～
９
日
（
木
）　
一
般
質
問　
議
員
11
人
が
登
壇

11
人
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。　
　
（
14
～
19
ペ
ー
ジ
）

９
月
14
日
（
火
）
議
案
質
疑　
議
員
5
人
が
登
壇

５
人
の
議
員
が
、
議
案
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
工
事

請
負
契
約
、
ま
た
、
島
田
市
金
谷
地
区
生
活
交
流
拠
点
施
設
に
係
る
事

業
契
約
及
び
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
議
案
、
計
２
件
が
追
加

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ 

Ｕ
ｐ
１
～
４
へ
（
５
ペ
ー
ジ
）

９
月
14
日
（
火
）
～
17
日
（
金
） 

常
任
委
員
会
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
お
よ
び
予
算
・
決

算
特
別
委
員
会
３
分
科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
１
日
ず
つ
分
散
開
催
さ
れ
、
付

託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
（
８
～
12
ペ
ー
ジ
）

９
月
22
日
（
水
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会
の
議
案
審
査

３
分
科
会
の
会
長
報
告
、討
論
、議
案
採
決
、提
言
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
ペ
ー
ジ
）

９
月
30
日
（
木
）
本
会
議
最
終
日　
議
案
・
発
議
案
可
決

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
と
３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

採
決
前
に
は
、
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
２
人
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

採
決
の
結
果
、討
論
の
あ
っ
た
認
定
２
件
は
賛
成
多
数
で
認
定
、そ
の
他

の
認
定
８
件
と
議
案
11
件
は
全
員
賛
成
で
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
事
業
契
約
の
締
結
及
び
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
４
人

の
議
員
が
討
論
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
１
件
、
補
正
予
算
１
件
が
追

加
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
議
案
１
件
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
新
た
に
「
島
田
市
総
合
計
画
に
関
す
る
特
別

委
員
会
」
を
設
置
、
意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

定例会
の

概 要

令
和
２
年
度
決
算
認
定
お
よ
び

　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
補
正
予
算
可
決

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
が
、
８
月
31
日
（
火
）
か
ら
９
月
30
日
（
木
）
ま
で
、
31
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
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〈
認
定
第
１
号　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
認
定
第
１
号　
島
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
認
定
第
１
号　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

〈
認
定
第
５
号　
島
田
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
〉

Q	

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
前
年
度
よ
り
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

A	

前
年
比
で
６
０
０
万
円
の
減
額
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
要
支
援

者
の
人
数
が
減
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

Q	
訪
問
型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
が
前
年
度
よ
り
減
額
し
た
理
由
は
何
か
。

A	
前
年
比
で
１
４
６
０
万
円
減
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
通
所
型
の
利

用
者
が
減
り
訪
問
型
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

Q	

事
業
の
内
容
と
成
果
は
ど
う
か
。

A	

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
短
期
的
な
事
業
計
画
と
な
る
、
島
田
市
緑
茶
化

計
画
短
期
行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
を
令
和
２
年
８
月
に
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
内
容
や
成
果
、
課
題
を
整
理
し
、
さ
ら
に
効

果
的
な
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
た
め
、
令
和
２
年
９
月
か
ら

令
和
３
年
度
末
ま
で
の
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

	

　
こ
の
計
画
で
、
今
後
の
事
業
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
関

係
課
及
び
関
係
事
業
者
と
の
連
携
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
と
評
価
し
て
い
る
。

Q	

令
和
２
年
度
で
５
年
間
の
事
業
計
画
期
間
が
終
了
し
た
。
ど
の
よ
う
な
事
業
評

価
と
な
っ
た
か
。

A	

５
年
間
の
事
業
期
間
に
お
け
る
重
要
業
績
評
価
指
標
、
い
わ
ゆ
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ

い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
仕
事
創
出
件
数
は
目
標
４
０
９
件
に

対
し
て
実
績
７
０
５
件
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
市
内
企
業
数
は
目
標
38
件
に
対

し
て
74
件
と
な
り
、
目
標
を
達
成
し
た
。

　
　
　
一
方
、
20
代
と
30
代
の
転
入
者
数
は
、
目
標
２
５
４
人
増
加
に
対
し
実
績
は

１
３
２
人
減
と
な
り
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

Q	

今
回
の
結
果
か
ら
何
か
改
善
点
は
あ
る
か
。

A	

人
気
の
返
礼
品
を
分
析
し
、
寄
附
金
額
を
増
加
で
き
た
こ
と
は
１
つ
の
成
果
で

あ
る
。

	

　
一
方
で
、
島
田
市
の
特
産
品
で
あ
る
お
茶
や
島
田
の
逸
品
な
ど
の
返
礼
品
が

上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

	

　
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
と
協
力
し
、
寄
附

者
の
意
向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
と
し
て
島
田
市
の
特
産

品
を
広
く
周
知
し
、
販
売
拡
大
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

介
護
事
業
が
減
額　
そ
の
理
由
は
？

島
田
市
緑
茶
化
計
画
短
期
行
動
計
画

　
　
事
業
内
容
と
成
果
は
？

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
５
年
間
の
事
業
評
価
は
？

ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
　
　
成
果
と
改
善
点
は
？

Pick
up 1

Pick
up 4 Pick

up

Pick
up

3

2
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これに注目!!

皆さんの税金はこのように使われました。
令和２年度　島田市　各会計決算を認定

一般会計歳出額（使ったお金）

歳出額（公営企業会計を除く）

565億2,340万円

762億3,948万円

　前年度の「税金の使い道（決算）」に関して、９月定例会にお
いて市長は市監査委員と市議会のチェック（審査）を受けなけ
ればなりません。
　令和２年度の島田市決算が市長から示されたので、９月1５日、
1６日、1７日の３日間に開催された３つの常任委員会及び予算・
決算特別委員会で決算の審査を行い、「認定すべき」と決しまし
た。さらに、30日の本会議最終日において決算を認定しました。
　その一部を紹介します。

令和２年度　島田市の各会計決算（公営企業会計を除く）

一般会計市債・基金の状況

歳入（市の収入） 歳出（市の支出）

一般会計 575億9,571万円 565億2,340万円

特別会計

国民健康保険事業 96億9,536万円 90億7,760万円

土地取得事業 ７億5,966万円 ７億5,966万円

休日急患診療事業 2,835万円 2,568万円

介護保険事業 86億483万円 84億8,340万円

介護サービス事業 8,464万円 7,791万円

後期高齢者医療事業 12億9,264万円 12億9,181万円

公営企業会計

公営企業会計（経常収支）

水道事業会計 1億2,873万円

収益 12億 131万円

　　　費用 10億7,258万円

病院事業会計 ▲3億7,910万円

収益 126億6,153万円

　　　費用 130億4,064万円

公共下水道事業会計 3,917万円

収益 6億9,139万円

費用 6億5,222万円

島田市（一般会計）では、市債（借金）残高が増え、基
金（貯金）が減っています。

令和２年度末の残高 令和元年度末の残高

市債 417億9,538万円 379億9,014万円

基金 128億3,211万円 136億4,848万円
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その他 11億9,949万円
議会費	 １億9,554万円
労働費	 3,100万円
農林業費	 ９億2,577万円
災害復旧費	 4,718万円

総務管理費	 138億4,494万円
微税費	 ４億 185万円
交通安全対策費	 ３億9,895万円

149億3,100万円総務費
児童福祉費	 65億3,956万円
社会福祉費	 56億2,131万円
生活保護費	 ６億9,033万円

133億8,315万円民生費

保健衛生費	 55億3,895万円
清掃費	 29億　692万円

84億4,588万円衛生費
商工費	 12億5,514万円

12億5,514万円商工費

※各欄の金額について、端数処理（千円以下切り捨て）をしています。

             

都市計画費	 22億5,010万円
道路橋りょう費	 17億4,044万円
土木管理費	 ３億4,757万円

48億1,667万円土木費
消防費	 16億5,595万円

16億5,595万円消防費

小学校費	 29億7,359万円
保健体育費	 11億6,300万円
社会教育費	 11億5,722万円

65億2,184万円教育費 43億1,423万円公債費(一般会計)
令和元年度末残高	 379億9,014万円
令和２年度借入額	 79億2,710万円
令和２年度末残高	 417億9,538万円

 

23款 市債 

（単位 金額：千円、比率：％） 

項  別 予算現額 調 定 額 収入済額 
不 納 

欠損額 

収 入 

未済額 

前年度 
決算額 

対前年度 

増減額 比率 

市 債 9,583,700 7,927,100 7,927,100 0 0 4,547,100 3,380,000 174.3 

収入済額は7,927,100千円で、前年度に比べ3,380,000千円（74.3％）増加している。 

決算状況の内容は次のとおりである。 

(ｱ) 収入済額の主な増減内容 

○市債 

・合併特例事業債（病院建設）             1,942,600千円 

・学校教育施設等整備事業債（島田第四小学校）      546,000千円 

・合併特例事業債（新東名ＩＣ周辺地区開発）（繰越明許） 529,700千円 

・公共施設等適正管理推進事業債（プラザおおるり）    196,000千円（皆増） 

・合併特例事業債（市役所新庁舎）            176,200千円（皆増） 

・公共事業等債（社会資本整備総合交付金）        169,200千円 

・合併特例事業債（田代の郷多目的スポーツ・レクリエーション広場） 

△296,400千円（皆減） 

(ｲ) 市債の状況 

市債の状況は、次のとおりである。 

（単位 金額：千円、比率：％） 

前年度末 
現 在 高 

当 年 度 当年度末 
現 在 高 

対前年度 

借 入 額 元金償還額 増減額 比 率 

A B C D(A+B-C) D-A D/A 

37,990,144 7,927,100 4,121,859 41,795,385 3,805,241 110.0 

市債の当年度末現在高は41,795,385千円で、前年度末に比べ3,805,241千円（10.0％） 

増加している。 

(ｳ) 市債の推移 

市債の借入額、元金償還額及び年度末現在高の推移は次のグラフのとおりである。 

27億円 24億円
30億円

45億円

79億円

42億円 42億円 44億円 44億円 41億円

410億円

392億円

378億円 380億円

418億円

250億円

300億円

350億円

400億円

450億円

0億円

20億円

40億円

60億円

80億円

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

借入額 元金償還額 年度末現在高

公債費には償還利息が含まれます

工事前 工事後
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経
済
建
設
常
任

員
委

会

　島田市議会には３つの常任委員会があります。議員は必ずいずれか
の委員会に属し、議案審査に当たります。

常任委員会報告

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
状
況
は
？

第
３
弾
コ
ロ
ナ
応
援
給
付
金
予
定

Q	

基
金
が
７
億
円
あ
る
。
取
り

崩
し
て
保
険
料
を
下
げ
て
ほ

し
い
が
い
か
が
か
。

A	

平
成
30
年
度
か
ら
広
域
化

（
県
単
位
）が
始
ま
っ
た
。
保

険
料
の
今
後
に
つ
い
て
、
令

和
９
年
度
に
向
け
て
協
議
し

て
い
る
。
め
ど
が
つ
い
た
ら

基
金
の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

Q	

生
活
困
窮
者
の
減
免
、
免
除

の
財
源
は
ど
こ
か
ら
か
。

A	

国
民
健
康
保
険
税
か
ら
出
し

て
い
る
。

Q	

昨
年
度
の
滞
納
世
帯
数
は
ど

れ
ぐ
ら
い
か
。

A	

加
入
１
万
２
５
２
８
世
帯
中

４
６
１
世
帯
で
あ
る
。

Q	

滞
納
者
へ
の
対
応
は
い
か
が

か
。

A	

納
付
書
を
出
し
20
日
過
ぎ
て

納
付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
督

●
条
例
等
一
般
議
案

　
島
田
市
川
根
温
泉
ホ
テ
ル
条
例
、

島
田
市
子
育
て
世
代
型
住
宅
条
例

に
つ
い
て
一
部
を
改
正
、
市
道
路

線
の
内
、
鍋
島
２
号
線
を
含
む
５

路
線
が
廃
止
さ
れ
た
。
尾
川
上
伊

太
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
に
係
る

工
事
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。

●
所
管
課
か
ら
の
報
告

　
農
業
振
興
課
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
係
る
農

●
事
業
会
計
決
算
の
認
定

　
令
和
２
年
度
島
田
市
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
、

令
和
２
年
度
島
田
市
水
道
事
業
会

計
決
算
に
つ
い
て
認
定
す
べ
き
も

の
と
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
島
田
市
公

共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い

て
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

令
和
２
年
度
島
田
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

促
状
を
出
す
。
そ
の
後
、
電

話
で
対
応
す
る
。
数
か
月
過

ぎ
た
ら
、
給
与
調
査
等
の
財

産
調
査
に
移
っ
て
い
く
流
れ

で
進
め
て
い
る
。

Q	

滞
納
者
の
状
況
に
も
寄
り
そ

う
応
対
を
願
い
た
い
が
い
か

が
か
。

A	
寄
り
添
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
税
の
公
平
性
を
担
保

す
る
と
い
う
一
面
も
あ
る
。

林
業
者
へ
の
第
３
弾
応
援
給
付
金

を
予
定
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
商
工
課
か
ら
、
中
小
企
業
者
等

の
事
業
継
続
を
速
や
か
に
支
援
す

る
た
め
、
第
３
弾
応
援
給
付
金
を

予
定
す
る
こ
と
、お
よ
び
新
し
い
応

援
金
制
度
へ
の
申
請
相
談
体
制
事

業
を
予
定
す
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　
観
光
課
か
ら
、
第
39
回
金
谷
茶

ま
つ
り
に
つ
い
て
、
再
度
延
期
す

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

市道路線の廃止に伴う、法定外道路化

毎年作成する国保事業に関する報告書

　
９
月
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
を
含
む
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
議
案
な
ど
を
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
お
よ
び
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
審
査
し
ま
し

た
。
な
お
、
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
一
般
会
計
決
算
に
関
し
て
は
、
効
率
的
な
審
査
を
行
う
た
め
全
体
会
の
中
に
分
科
会
を
設
け
、
議
案
審
査
と
と
も

に
執
行
当
局
に
対
し
提
言
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
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金
谷
地
区
生
活
交
流
拠
点
事
業

　
　
　

指
定
管
理
者
決
定

Q	
審
査
委
員
会
の
評
価
点
が
低

い
が
ど
う
か
。

A	

加
点
評
価
点
数
の
大
小
の
み

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
、
他
の
審
査
項
目
等
を

含
め
た
総
合
的
な
審
査
で
あ

る
。

Q	

15
年
の
管
理
運
営
契
約
は
長

い
。
社
会
情
勢
の
変
化
も
考

慮
し
５
年
で
区
切
っ
て
は
ど

う
か
。

A	

毎
年
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

要
求
水
準
が
満
た
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
受
託
者
を
変
更
す

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
契
約

と
な
っ
て
い
る
。
施
設
整
備

費
の
15
年
の
割
賦
払
い
は
財

政
負
担
の
平
準
化
が
目
的
だ
。

　
◎�

挙
手
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
し
た
。

島
田
市
金
谷
地
区

生
活
交
流
拠
点
事
業

島
田
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定

総
務
生
活
常
任

員
委

会

事業契約の締結及び指定管理者の指定

Q	

計
画
の
概
要
は
。

A	

特
別
措
置
法
施
行
に
よ
り
、

対
象
と
な
っ
た
旧
川
根
町
に

お
け
る
、
少
子
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
事
業

計
画
で
あ
る
。

Q	

こ
の
計
画
に
Ｆ
Ｍ
放
送
の
中

継
局
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ

る
の
は
な
ぜ
か
。

A	
令
和
３
年
度
の
中
継
局
に
係

る
経
費
と
し
て
充
当
し
て
い

る
部
分
も
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
島
田

市
議
会
に
お
い
て
の
取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
各
分
科
会
お
よ
び
各
常
任
委
員

会
に
お
い
て
、
所
属
委
員
以
外
の
議
員
は
、
委
員
会
等
の
審
議

を
全
員
で
傍
聴
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
会
場
内
の
密
を
避
け

る
た
め
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
て
リ
モ
ー
ト
で
対
応
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
定
例
会
に
先
立
ち
行
っ
た
議
員
連
絡
会
、
全
員

協
議
会
に
つ
い
て
も
、
一
部
議
員
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
り
会
議
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

議
会
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

議
会
活
動
報
告
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厚
生
教
育
分
科
会

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実
を
！

Q	

決
算
額
１
１
８
万
５
９
８
９

円
の
内
訳
は
。

A	

車
の
リ
ー
ス
代
、
家
庭
児
童

相
談
シ
ス
テ
ム
の
保
守
委
託

料
、
車
関
連
の
修
繕
料
、
燃

料
費
で
百
万
円
以
上
に
な
る
。

Q	

家
庭
児
童
相
談
に
お
け
る
相

談
件
数
は
。

A	

５
０
２
件
で
、
相
談
対
応
は

４
７
７
２
回
で
あ
る
。

Q	

児
童
虐
待
の
事
案
は
件
数
の

増
加
や
複
雑
化
し
て
い
る
。

支
援
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か
。

A	

親
の
心
の
安
定
の
た
め
、
子

ど
も
と
離
す
、
具
体
的
に
は

１
泊
２
日
里
親
登
録
を
し
て

い
る
家
庭
に
子
ど
も
を
あ
ず

け
る
よ
う
な
制
度
が
あ
る
。

Q	

実
積
は
い
か
が
か

A	

一
昨
年
は
３
組
、
昨
年
は
１

Q	

支
援
員
の
配
置
数
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A	

利
用
児
童
数
が
1
人
か
ら
19

人
で
は
2
人
以
上
、
20
人
か

ら
35
人
で
は
3
人
以
上
、
以

Q	

米
、
野
菜
の
地
産
地
消
の
状

況
は
い
か
が
か
。

A	

米
は
１
０
０
％
島
田
産
、
野

菜
類
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
プ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
レ
タ
ス
、
ハ

ナ
ビ
ラ
タ
ケ
が
１
０
０
％
地

元
農
家
か
ら
購
入
し
て
い
る
。

Q	

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
取
り

組
み
は
。

A	

６
品
目
か
ら
８
品
目
に
増
え

た
。
中
部
だ
け
で
な
く
南
部

給
食
セ
ン
タ
ー
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
◎
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い

て
委
員
の
間
で
意
見
交
換
が

あ
り
今
後
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

組
の
家
庭
が
１
泊
２
日
で
利

用
し
た
。

Q	

１
泊
２
日
で
経
費
は
ど
れ
く

ら
い
か
か
る
か
。

A	

日
帰
り
だ
と
単
価
と
し
て
４

７
３
０
円
に
な
る
。
１
泊
２

日
だ
と
そ
の
倍
に
な
る
。

　
※
里
親
制
度
は
児
童
福
祉
法
に

基
づ
い
て
、
里
親
と
な
る
こ

と
を
希
望
す
る
家
庭
の
も
と

で
養
育
を
子
ど
も
た
ち
に
提

供
す
る
制
度
で
す
。

　
　
市
で
は
定
期
的
に
里
親
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
子
育
て
応
援
課
こ

ど
も
家
庭
相
談
室
児
童
相
談

担
当
ま
で
。
電
話
３
６
ー
７

２
５
３

降
1
人
か
ら
15
人
ま
で
増
え

る
ご
と
に
プ
ラ
ス
1
人
に
な

る
。

Q	

委
託
し
た
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新

東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

の
取
組
は
い
か
が
か
。

A	

支
援
員
の
研
修
や
児
童
に
向

け
た
遊
び
の
紹
介
を
行
い
、

各
ク
ラ
ブ
を
回
っ
て
指
導
す

る
ス
タ
ッ
フ
な
ど
も
い
る
。

　
※
包
括
業
務
も
含
め
民
間
委
託

事
業
が
増
え
、
個
人
情
報
管

理
の
徹
底
を
当
局
に
申
し
入

れ
た
。

令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定

●
家
庭
児
童
相
談
事
業

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

●
学
校
給
食
運
営
経
費

予算・決算特別委員会報告

四小放課後児童クラブ
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経
済
建
設
分
科
会

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
は

Q	

人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
事
業

の
内
容
は
。

A	

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
で
、
耕
作
放
棄
地

等
が
増
え
て
き
て
お
り
、
力

強
い
農
業
構
造
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
今
後
の
地
域
の

農
業
、
農
地
を
ど
の
よ
う
に

守
っ
て
い
く
か
と
い
う
、
新

し
い
プ
ラ
ン
を
作
る
も
の
で

あ
る
。

Q	

実
績
的
に
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

A	

所
得
の
向
上
と
労
働
時
間
の

短
縮
等
の
目
標
が
あ
り
、
機

械
化
に
よ
っ
て
、
時
間
的
な

労
働
環
境
等
の
改
善
に
つ
な

が
っ
た
。

Q	

補
助
金
額
の
決
算
額
４
６
０

０
万
円
の
内
容
は
。

A	

本
部
の
運
営
経
費
の
補
助
に

な
り
、
大
半
が
人
件
費
と
事

務
費
に
あ
て
ら
れ
る
。

Q	

事
業
費
中
の
委
託
料
８
０
０

万
円
の
内
容
は
。

A	

基
本
は
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契

約
と
な
る
。

Q	

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
4
件
の
内

容
は
。

A	

本
通
6
丁
目
で
シ
ェ
ア
オ
フ

ィ
ス
、
本
通
７
丁
目
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
開

設
。
ま
た
、
日
出
町
、
栄
町

Q	

森
林
環
境
譲
与
税
を
本
来
の

趣
旨
と
相
違
し
て
活
用
さ
れ

て
な
い
か
。

A	

ま
ず
は
森
林
の
整
備
に
充
当

し
、
残
っ
た
分
を
木
で
つ
く

る
未
来
基
金
に
積
み
立
て
て

い
る
。

の
空
き
店
舗
を
改
装
し
た
店

舗
運
営
の
実
施
が
あ
る
。

令
和
3
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
2
年
度

　

一
般
会
計
決
算
認
定

●
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業

●
中
古
住
宅
活
用
促
進
事
業

●
道
路
維
持
修
繕
事
業

●
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

●
が
ん
ば
る
認
定
農
業
者
支
援
事
業

●
島
田
市
観
光
協
会
補
助
金

●
木
で
つ
く
る
未
来
基
金
費

人・農地プラン地元での話し合い

Q	

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
全
市

的
な
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

A	

川
根
地
区
に
特
化
し
た
事
業

と
な
っ
て
い
る
。
不
動
産
に

流
通
し
な
い
よ
う
な
空
き
家

が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

現
状
で
の
取
組
を
継
続
し
た

い
。

Q	

要
望
件
数
及
び
件
数
の
推
移

は
ど
う
か
。

A	

市
全
体
で
２
７
６
７
件
あ
り
、

市
民
か
ら
の
要
望
は
年
々
増

え
て
い
く
状
況
に
あ
る
。

Q	

維
持
修
繕
費
は
足
り
て
い
る

か
。

A	

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
行
っ

て
お
り
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図

り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
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総
務
生
活
分
科
会

情
報
共
有
で
移
住
定
住
施
策
の
効
率
化
を
図
り
、

　
　
　
　
　

一
層
の
充
実
を
！

Q	

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
ど
う
か
。

A	

80
％
近
く
の
高
評
価
を
得
て

い
る
項
目
も
あ
る
。

Q	

偽
装
請
負
の
心
配
は
な
い
か
。

A	

受
託
業
者
と
定
例
会
を
持
ち
、

業
務
を
適
正
に
履
行
し
て
い

る
か
確
認
し
て
い
る
。

移住定住ポータルサイト「住んでご島田」

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

●
移
住
定
住
促
進
事
業

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
管
理
経
費

●
ふ
る
さ
と
寄
付
金
推
進
事
業

Q	

５
年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ

た
り
、
今
後
の
事
業
継
続
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

A	

今
後
も
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

自
体
は
残
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
が
自
走
で
き
る
と
認
識

し
て
い
る
。

Q	

決
算
額
の
大
半
が
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
機
能
強
化
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
費
や
さ
れ
て

い
る
が
、
効
果
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

A	

前
年
度
と
比
較
し
、
２
万
２

千
件
以
上
の
ア
ク
セ
ス
件
数

が
増
加
し
た
。
効
果
は
即
時

性
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

Q	

運
行
経
費
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
減
便
も
含
め
検
討
し
て

い
る
と
思
う
が
、
今
後
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

A	

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
に
か
け
て
運
行
の
見
直
し

を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

現
在
、
金
谷
地
区
と
川
根
地

区
の
地
元
に
話
し
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
基
本
的

に
は
、
路
線
を
減
ら
す
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

Q	
島
田
に
由
縁
の
あ
る
人
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
転
出
者

の
家
族
か
ら
呼
び
掛
け
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

調
査
に
よ
り
将
来
に
わ
た
り

活
用
で
き
る
情
報
を
得
ら
れ

た
こ
と
は
成
果
で
あ
る
。

A	

提
案
を
踏
ま
え
、
新
た
な
施

策
を
検
討
す
る
。

Q	

対
前
年
比
は
マ
イ
ナ
ス
０
．

６
％
と
な
っ
た
。
当
初
の
予

想
よ
り
低
い
こ
と
を
ど
の
様

に
分
析
し
た
か
。

A	

コ
ロ
ナ
禍
で
３
～
５
％
の
マ

イ
ナ
ス
と
予
想
し
た
が
、市
の

税
収
は
固
定
資
産
税
が
占
め

る
割
合
が
高
く
法
人
税
の
割

合
は
低
い
た
め
影
響
は
少
な

か
っ
た
。
個
人
市
民
税
の
減

収
が
次
期
に
現
れ
る
と
思
う
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
（
歳
入
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
（
歳
出
）

●
市
税

●
窓
口
業
務
等
包
括
委
託
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島
田
市
議
会
で
は
、
平
成
30
年
９
月
28
日
に
議
案
の
審

査
方
法
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
先
進
市
の

事
例
を
参
考
に
、
政
策
提
言
が
行
え
る
予
算
・
決
算
審
査

を
目
指
し
、
予
算
・
決
算
審
査
の
体
制
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
予
算・決
算
特
別
委
員
会
は
、議

長
を
除
く
19
人
の
委
員
で
構
成
し
、
常
任
委
員
会
同
様
の

事
業
分
野
別
に
３
分
科
会
を
設
け
、
議
会
改
選
後
の
６
月

議
会
で
設
置
し
ま
し
た
。

　
厚
生
教
育
、
経
済
建
設
、
総
務
生
活
の
各
分
科
会
で
は
、

７
月
中
旬
に
入
手
し
た
市
の
主
要
１
１
８
事
業
か
ら
事
業

概
要
を
参
考
に
重
要
事
業
の
絞
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
詳
細
な
事
業
内
容
の
審
査
を
行
い
、
家
庭
児

童
相
談
室
運
営
事
業
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
、
移
住
定
住
促
進
事
業
の
３
項
目
を
提
言
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
９
月
定
例
議
会
終
了
後
に
議
長
か
ら
市
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
各
事
業
の
提
言
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

に
よ
る
、提
言
書
提
出

家
庭
児
童
相
談
室
運
営
事
業

　
近
年
、
虐
待
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
小
さ
な
命
が
失
わ
れ
る
痛
ま
し

い
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
あ
り
、
担
当
職
員
の
増
員
や
、
職

員
の
資
質
向
上
の
た
め
研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加
が
必
要
で
あ
る
。

　
当
該
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
体
制
の
強
化
及
び
財
政
面
で
の
拡

充
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
は
、中
心
市
街
地
の
再
生・

活
性
化
を
目
指
す
重
要
施
策
だ
が
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
案
件
は
２
件

に
と
ど
ま
る
。

　
ソ
フ
ト
面
に
加
え
て
ハ
ー
ド
面
の
取
組
を
強
化
し
て
い
く
ほ
か
、
空

き
店
舗
を
活
用
し
、
若
い
世
代
の
期
待
に
応
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

移
住
定
住
促
進
事
業

　
移
住
定
住
促
進
事
業
は
、
人
口
減

少
抑
制
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

の
た
め
、
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
性
の
あ
る
事
業
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｘ
の
理
念
を
活
用
し
た
取
組
を

集
約
し
、
事
業
費
を
削
減
す
る
と

と
も
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
含
め
た
移

住
施
策
を
充
実
す
る
よ
う
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。

※
提
言
の
予
算
へ
の
反
映
状
況
等
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
２
月
定
例

議
会
で
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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A
Q
&

国保税の納税相談窓口

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
９
月
定
例
会
で
は
、

11
人
の
議
員
が
個
人
質
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
全
議
員
が
一
問
一
答
方
式

（
議
員
が
一
つ
の
質
問
を
市
長
等
も

一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
式
）
を
選
択

し
、
50
分
間
の
制
限
時
間
の
中
で
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
11
人
の
個
人
質
問
の

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？
な
お
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
に
お
い
て
質
問

議
員
が
11
人
と
な
っ
た
の
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q	

令
和
２
年
度
か
ら
段
階
的
に
国
民
健

康
保
険
税（
国
保
税
）が
引
き
上
げ
ら

れ
て
き
た
。
年
度
末
の
滞
納
世
帯
は

４
６
１
世
帯
（
３
・
６
％
）
だ
。
基

金
７
億
円
の
活
用
で
国
保
税
を
引
き

下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

令
和
元
年
度
の
税
率
改
正
で
資
産
割

を
廃
止
し
、
所
得
割
を
５
・
１
％
か

ら
６
・
６
％
に
引
き
上
げ
た
が
、
段

階
的
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
軽
減
措

置
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

下
げ
る
考
え
は
な
い
。

Q	

国
保
税
が
高
い
の
は
、
人
頭
税
と
も

い
え
る
一
人
当
た
り
に
掛
か
る
均
等

割
額
（
２
万
７
８
０
０
円
）
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
来
年
度
、
国
は
子
育

て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
立
場

か
ら
未
就
学
児
の
均
等
割
額
の
軽
減

を
実
施
す
る
予
定
だ
。
市
独
自
で
18

歳
ま
で
軽
減
対
象
を
広
げ
る
考
え
は

あ
る
か
。

A	

国
費
、
県
費
が
入
ら
な
い
限
り
困
難

だ
。
今
の
と
こ
ろ
、
市
の
独
自
財
源

で
行
う
考
え
は
な
い
。

このＱＲコード
からどうぞ！

Q	

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
入
院
時
食
事

療
養
費
と
通
院
医
療
費
の
自
己
負
担

額
を
な
く
し
、
完
全
無
料
化
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

無
料
化
の
た
め
の
試
算
額
は
、
食
事

療
養
費
に
約
４
５
０
万
円
、
通
院
医

療
費
に
は
約
７
０
０
０
万
円
が
必
要

で
あ
る
。
県
か
ら
の
軽
減
策
の
見
通

し
が
つ
い
た
時
点
で
検
討
す
る
。

桜
さくら

井
い

洋
よう

子
こ

 議員

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税

引
き
下
げ
を
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第四次避難地　ローズアリーナ

Q	

市
内
避
難
所
の
内
訳
を
伺
う
。

A	

市
内
全
域
で
39
カ
所
の
施
設
を
第
一

次
指
定
避
難
所
と
し
て
定
め
て
い
る
。

内
訳
は
、
小
学
校
17
、
中
学
校
6
、

高
等
学
校
5
、
市
管
理
公
共
施
設
8
、

県
管
理
公
共
施
設
1
、
自
治
管
理
公

民
館
が
2
カ
所
で
あ
る
。
第
二
次
指

定
避
難
所
は
25
、
第
三
次
指
定
避
難

所
は
5
、
第
四
次
指
定
避
難
所
は
1

カ
所
で
あ
る
。

Q	

避
難
所
の
開
設
か
ら
運
営
に
関
し
、

避
難
所
運
営
会
議
等
の
役
員
、
避
難

者
お
よ
び
市
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

A	

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成

し
対
応
し
て
い
く
。
発
災
直
後
は
役

員
等
、
被
害
が
な
い
方
等
の
力
を
借

り
開
設
と
初
期
運
営
を
行
う
。
運
営

が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
ら
、
業
務
を

少
し
ず
つ
避
難
者
に
担
っ
て
も
ら
い
、

最
終
的
に
は
避
難
者
だ
け
に
よ
る
自

治
組
織
に
よ
り
運
営
す
る
。
市
か
ら

派
遣
す
る
職
員
は
、
地
域
か
ら
の
要

望
を
市
へ
報
告
す
る
。

Q	

市
は
避
難
所
運
営
会
議
の
開
催
を
促

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

地
域
の
防
災
力
と
い
う
の
は
人
材
に

尽
き
る
。
市
と
し
て
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
講
座
の
実
施
や
、
各
地

域
の
タ
イ
ム
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
指
導
、

地
域
で
の
防
災
計
画
と
避
難
計
画
の

策
定
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
全
て
の

避
難
所
運
営
会
議
の
皆
さ
ん
に
、
日

頃
か
ら
の
準
備
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

土砂災害対策工事実施場所

曽
そ

根
ね

達
たつ

裕
ひろ

 議員

天
あま

野
の

　弘
ひろし

 議員

Q	

熱
海
市
で
不
適
切
に
行
わ
れ
た
盛
土

を
原
因
と
疑
う
土
石
流
災
害
が
発
生

し
た
。
市
内
に
類
似
災
害
が
発
生
す

る
可
能
性
の
あ
る
箇
所
は
あ
る
か
。

A	

盛
土
に
起
因
す
る
土
石
流
発
生
の
可

能
性
が
あ
る
危
険
箇
所
は
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

Q	

市
内
で
土
砂
災
害
等
対
策
を
実
施
し

た
箇
所
数
と
今
後
整
備
が
必
要
な
箇

所
数
は
。

A	

土
砂
災
害
防
止
施
設
数
は
合
計
１
１

０
カ
所
、
事
業
化
さ
れ
て
い
な
い
危

険
箇
所
が
１
５
０
カ
所
あ
る
。

Q	

土
砂
災
害
対
策
施
設
の
管
理
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

A	

県
と
市
が
協
力
し
て
点
検
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
市
民
か
ら
の
通
報
に
対

応
し
て
い
る
。

Q	

中
小
河
川
の
災
害
対
策
と
し
て
、
護

岸
工
事
や
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

A	

県
事
業
で
は
、
東
光
寺
谷
川
の
改
修

工
事
や
伊
太
谷
川
の
改
修
設
計
を
進

め
て
い
る
。
市
事
業
で
は
護
岸
の
補

強
工
事
や
河
床
洗
堀
防
止
工
事
を
行

土
砂
災
害
等
対
策
の

取
組
み
状
況
は

緊
急
時
の
避
難
所
運
営
を

　
　
　
　
　
充
実
さ
せ
よ
う

っ
て
い
る
。
河
床
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
県
が
管

理
す
る
河
川
で
、
今
年
度
か
ら
市
が

管
理
す
る
河
川
で
行
っ
て
い
る
。

Q	

市
の
水
防
対
策
の
取
組
状
況
と
水
防

対
策
の
課
題
は
何
か
。

A	
水
害
対
策
と
し
て
、
独
自
の
水
防
対

策
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
水
防

体
制
指
標
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
る
。

課
題
は
、
頻
発
す
る
異
常
気
象
へ
の

態
勢
の
整
備
で
あ
る
。
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蓬莱橋左岸側から右岸側を望む

ボッチャをニュースポーツとして普及啓発

横
よこ

山
やま

香
かお

理
り

 議員

Q	

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

A	

本
年
度
設
置
し
た
企
画
検
討
部
会
が
、

計
画
に
基
づ
き
、
社
会
実
験
に
向
け

た
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
。

Q	

水
辺
イ
ベ
ン
ト
の
応
募
状
況
は
ど
う

か
。

A	

８
月
31
日
ま
で
に
マ
ル
シ
ェ
や
ア
ウ

ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
市
内
民
間

事
業
者
な
ど
か
ら
合
計
３
件
の
企
画

提
案
が
出
て
い
る
。

Q	

イ
ベ
ン
ト
に
当
た
り
、
ト
イ
レ・水・

ア
ク
セ
ス
・
駐
車
場
な
ど
の
整
備
は

ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

A	

仮
設
ト
イ
レ
の
増
設
や
給
水
タ
ン
ク

な
ど
は
、
谷
口
橋
か
ら
蓬
莱
橋
右
岸

ま
で
の
河
川
の
仮
設
道
路
が
あ
り
、

そ
れ
を
利
用
し
て
車
で
運
搬
し
、
高

水
敷
に
設
置
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
た
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

一
般
車
両
の
乗
り
入
れ
を
含
め
、
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
も
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
８
月
の
大
雨
で
島
田
大
橋

付
近
の
仮
設
道
路
が
流
出
し
た
た
め
、

現
在
、
国
土
交
通
省
と
協
議
し
て
い

る
。

Q	

延
期
な
ど
も
含
め
、
提
案
グ
ル
ー
プ

と
内
容
に
係
る
相
談
、
協
議
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

A	

密
接
に
協
議
、
相
談
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Q	

リ
ス
ク
の
あ
る
場
所
と
の
認
識
を
踏

ま
え
て
の
整
備
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

A	
何
が
必
要
で
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が

あ
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
社
会
実
験
を
通
じ
、
ニ
ー

ズ
や
課
題
を
で
き
る
だ
け
洗
い
出
し
、

有
効
活
用
に
つ
な
げ
た
い
。

村
むら

田
た

千
ち

鶴
づ

子
こ

 議員

Q	

同
報
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と
い
う
声

を
聞
く
。
実
態
の
把
握
や
対
応
は
。

A	

導
入
の
際
、音
達
調
査
を
実
施
し
、中

山
間
地
域
の
難
聴
エ
リ
ア
ほ
か
公
共

施
設
や
小
中
学
校
、
各
自
主
防
災
会

等
に
戸
別
受
信
機
を
配
布
し
た
。
聞

こ
え
に
く
い
等
の
問
合
せ
に
、
職
員

が
現
場
に
出
向
き
確
認
し
て
い
る
。

Q	

旧
金
谷
町
の
全
世
帯
及
び
難
聴
エ
リ

ア
等
に
配
付
さ
れ
た
個
別
受
信
機
の

有
効
性
は
。

A	

か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
、
機
器
自

体
が
生
産
終
了
の
た
め
故
障
し
て
も

修
理
の
対
応
が
で
き
な
い
。

Q	

デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線
の
更
新
計
画
・

デ
ジ
タ
ル
波
戸
別
受
信
機
導
入
は
。

A	

具
体
的
な
時
期
は
確
定
し
て
い
な
い

が
、
国
の
補
助
を
充
当
し
対
応
し
て

い
く
。
放
送
設
備
の
導
入
と
と
も
に

戸
別
受
信
機
の
内
容
を
検
討
し
、
導

入
す
る
場
合
に
は
、
負
担
が
極
力
少

な
く
な
る
よ
う
対
応
す
る
。

Q	

希
望
者
へ
各
自
主
防
災
会
共
同
購
入

に
よ
り
安
価
に
整
備
で
き
な
い
か
。

A	

必
要
か
ど
う
か
も
含
め
て
考
え
た
い
。

Q	

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
等
の
多
様
性
の

尊
重
を
幼
少
期
の
保
育
か
ら
学
ぶ
べ

き
と
考
え
、
市
の
方
針
を
問
う
。

A	

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
一
人
が
持

つ
特
性
の
違
い
や
多
様
性
を
認
め
合

い
、
当
事
者
の
困
り
ご
と
や
生
き
づ

ら
さ
を
理
解
す
る
研
修
も
実
施
。

Q	

今
後
、
市
と
し
て
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A	

ボ
ッ
チ
ャ
を
メ
イ
ン
に
推
進
す
る
。

多
様
性
の
尊
重
＆
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

ど
う
な
る
？

今
後
の
蓬
莱
橋
右
岸
整
備

同
報
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

戸
別
受
信
機
の
整
備
を
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諏訪原城跡から金谷、島田方面を臨む

Q	

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
人
材
育
成
の

取
組
は
い
か
が
か
。

A	

若
い
世
代
に
対
す
る
郷
土
へ
の
愛
着

や
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市

内
の
高
校
と
連
携
を
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

Q	

人
材
活
用
の
取
組
は
い
か
が
か
。

A	

諏
訪
原
城
応
援
隊
の
よ
う
に
、
専
門

家
や
著
名
人
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
、

高
い
発
信
力
を
持
っ
て
本
市
の
歴
史

文
化
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
取
組
を
始

め
た
。

Q	

観
光
協
会
に
お
け
る
人
材
育
成
は
い

か
が
か
。

A	

外
部
組
織
に
人
材
の
派
遣
を
依
頼
し
、

運
営
に
関
し
て
の
助
言
や
改
善
等
を

図
っ
て
い
る
。

Q	

プ
ラ
ザ
お
お
る
り
ホ
ー
ル
運
営
に
携

わ
る
人
材
育
成
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
取
組
を
し
て
い
る
か
。

A	
劇
場
・
音
楽
堂
に
お
け
る
事
業
の
企

画
・
実
施
、
施
設
の
管
理
運
営
等
に

関
す
る
指
導
助
言
を
行
う
専
門
家
の

派
遣
を
今
年
度
中
に
行
う
。

Q	

市
職
員
ま
た
は
外
部
の
人
で
島
田
の

歴
史
、
文
化
を
知
っ
て
お
り
、
絶
え

ず
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
、
に
ぎ
わ
い
創

出
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
司
令
塔
の
育

成
が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

A	

行
政
部
門
に
お
い
て
、
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
職
員
を
育
成
す
る
の
も
必
要

だ
が
視
野
が
狭
く
な
る
の
も
心
配
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る
程
度
の
経

験
を
積
ん
だ
上
で
適
性
を
見
極
め
進

め
た
い
。

Q	

冬
の
感
染
爆
発
に
備
え
て
旧
市
民
病

院
棟
を
コ
ロ
ナ
専
門
病
床
と
し
て
県

に
提
案
し
て
は
ど
う
か
。

A	

コ
ス
ト
や
ス
タ
ッ
フ
確
保
等
が
困
難
。

提
案
は
考
え
て
い
な
い
。

Q	

市
の
コ
ロ
ナ
病
床
の
使
用
率
は
。

A	

市
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

Q	

新
病
院
の
コ
ロ
ナ
病
床
は
何
床
か
。

A	

公
表
し
て
い
な
い
。

Q	

世
界
中
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
（
枯
葉
剤
）。
危
険
性
の
認

識
な
く
市
民
が
大
量
散
布
し
て
い
る
。

水
質
検
査
は
行
っ
て
い
る
か
。

A	

行
っ
て
い
な
い
。
土
壌
の
微
生
物
が

分
解
し
て
く
れ
る
。

Q	

近
隣
市
は
検
査
を
実
施
し
て
い
る
か
。

A	

藤
枝
、
焼
津
、
掛
川
で
グ
リ
ホ
サ
ー

ト
の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

Q	

次
世
代
に
最
も
大
き
な
負
担
に
な
り

え
る
荒
廃
し
た
森
林
。
し
っ
か
り
整

備
す
る
と
何
年
か
か
る
か
。

A	

今
の
ペ
ー
ス
だ
と
60
年
か
か
る
。
１

０
０
億
円
の
予
算
が
必
要
だ
。

Q	

市
内
の
空
き
家
は
４
４
３
０
軒
あ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
率
は
。

循環（エコ）社会は一人一人の実践から

森
もり

　伸
しん

一
いち

 議員

青
あお

山
やま

真
まさ

虎
とら

 議員

今
あ
る
も
の
を
大
切
に

循
環
社
会
を
取
り
戻
す

文
化
、
観
光
の

人
材
・
司
令
塔
の
育
成
を
！

A	

登
録
17
軒
、
０
・
３
８
％
で
あ
る
。

Q	

川
根
地
区
以
外
は
空
き
家
賃
貸
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
が
な
い
が
。

A	

市
と
し
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Q	

市
の
食
料
自
給
率
は
。
又
、
目
標
は
。

A	

現
在
10
％
で
、
目
標
値
は
な
い
。

Q	
リ
ニ
ア
水
問
題
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東

海
が
住
民
説
明
会
を
行
っ
た
だ
け
で

地
元
理
解
が
得
ら
れ
た
と
成
り
得
る

の
で
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
が
。

A	

地
元
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
と
思
っ

て
い
る
。
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急斜面に設置された太陽光発電施設

実験では茶カテキンがコロナに勝ちます 提
さげ

坂
さか

大
だい

介
すけ

 議員

Q	

当
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

陽
性
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
の
か
。

A	

極
め
て
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
目
指
し
て
い
な
い
。

Q	

陽
性
者
と
感
染
者
、
患
者
は
そ
れ
ぞ

れ
定
義
が
違
う
と
思
う
が
ど
う
か
。

A	

陽
性
者
は
感
染
者
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。患
者
は
感
染
者
の
う
ち
、症

状
の
あ
る
人
だ
と
捉
え
て
い
る
。

Q	

若
年
層
の
活
発
な
活
動
が
感
染
拡
大

に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

A	

若
年
層
だ
け
で
な
く
若
年
層
以
外
の

方
も
し
っ
か
り
と
対
策
を
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

Q	

お
茶
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
テ
キ
ン
が

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
不
活
性
化
す
る

と
い
う
発
表
が
大
学
な
ど
か
ら
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

A	

試
験
管
内
で
の
実
験
で
は
、
茶
カ
テ

キ
ン
が
感
染
能
力
を
低
下
さ
せ
た
と

い
う
実
験
結
果
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、

お
茶
を
飲
ん
だ
人
に
効
果
が
あ
る
と

は
言
え
ず
、
現
時
点
で
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
は
健
康
増
進
法
等
に
違
反
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q	

農
林
水
産
省
の
Ｈ
Ｐ
で
は
論
文
に
関

す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
が
。

A	

市
の
Ｈ
Ｐ
に
、
農
林
水
産
省
の
Ｈ
Ｐ

の
リ
ン
ク
を
貼
る
こ
と
は
で
き
る
。

Q	

研
究
機
関
に
島
田
市
と
し
て
協
力
を

申
し
出
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

A	
難
し
い
が
、
サ
ン
プ
ル
が
欲
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
提
供
で
き
る
。

　
　
※
Ｈ
Ｐ
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
こ
と

清
し

水
みず

唯
ただ

史
し

 議員

Q	

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置
に

関
す
る
条
例
及
び
指
導
要
綱
が
目
的

と
す
る
も
の
は
何
か
。

A	

い
ず
れ
も
、
災
害
発
生
の
防
止
と
と

も
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
維
持
及

び
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
り
、
市

民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
の
保

全
お
よ
び
健
全
な
都
市
環
境
の
確
保

に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Q	

稼
働
中
の
太
陽
光
発
電
設
備
に
お
け

る
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
。

A	

小
規
模
発
電
設
備
に
関
し
て
、
良
好

な
景
観
の
悪
化
、
大
雨
時
の
濁
水
流

出
な
ど
数
件
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

Q	

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
危
険
箇

所
に
設
備
は
あ
る
か
。

A	

指
定
区
域
に
は
な
い
が
、
土
石
流
危

険
渓
流
の
流
域
内
に
存
在
す
る
が
、

法
令
等
の
規
制
や
制
限
区
域
で
は
な

い
。

Q	
条
例
ま
た
は
指
導
要
綱
で
、
施
設
へ

の
立
入
検
査
義
務
は
ど
う
か
。

A	

現
段
階
で
は
対
象
の
届
出
は
な
い
が
、

計
画
段
階
や
稼
働
中
に
お
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
現
地
調
査
を
実
施
す
る
。

Q	

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
、
森
林

伐
採
は
相
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

A	

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
た
め
に
、
環
境
基
本

計
画
策
定
に
は
、
そ
れ
ら
の
両
立
を

本
来
の
目
的
と
し
た
い
。

Q	

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す
た

め
に
推
進
す
る
も
の
は
。

A	

家
庭
用
太
陽
光
発
電
や
住
宅
の
断
熱

等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
取
り
組
む
。

茶
カ
テ
キ
ン
が
新
型
コ
ロ
ナ
を

不
活
性
化
さ
せ
る
？

太
陽
光
発
電
施
設
は

環
境
保
全
が
大
前
提
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いつも公園管理　ありがとうございます！

豊かな自然環境にある伊久美小学校

Q	

目
指
す
べ
き
教
育
方
針
は
何
か
。

A	

豊
か
な
心
、
確
か
な
学
力
、
健
康
な

体
を
持
つ
子
供
を
育
成
す
る
こ
と
。

Q	

コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
の
学
校
現
場
に
多

く
の
課
題
が
突
き
付
け
ら
れ
た
。
自

分
の
命
と
他
人
の
命
を
守
る
。
誹
謗

中
傷
を
し
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
を
生
き

た
教
材
に
成
長
し
て
ほ
し
い
が
。

A	

差
別
偏
見
を
な
く
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や

学
習
に
創
意
工
夫
を
す
る
豊
か
な
心

を
育
て
た
い
。

Q	

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
・
不
登
校
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。
引
き
こ
も
り

を
除
く
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
60
％

は
学
校
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
対
策
が
重
要
で
は
な
い
か
。

A	

７
日
間
の
欠
席
が
基
準
だ
が
、
１
日

で
も
休
め
ば
理
由
を
確
認
し
て
い
る
。

学
校
へ
の
復
帰
が
理
想
だ
が
、
転
校

や
教
育
セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
含
め
対

応
し
て
い
る
。

Q	

24
人
が
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
教

育
セ
ン
タ
ー
や
特
認
校
制
度
を
最
大

限
活
用
し
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
近

い
施
設
を
設
け
、
不
登
校
の
子
供
た

ち
の
教
育
を
お
願
い
し
た
い
が
。

A	

廃
校
の
跡
地
利
用
も
含
め
検
討
課
題

だ
。

Q	

国
の
地
方
創
生
に
係
る
交
付
金
を
活

用
し
、
５
年
間
に
わ
た
り
産
官
学
金

労
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
令

和
２
年
度
で
終
了
し
た
。
本
事
業
に

お
け
る
人
材
育
成
部
門
の
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

A	

島
田
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
市

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付
金

の
期
間
が
終
了
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
が
い
わ
ゆ
る
自
走
の
体
制
に
入
っ

た
今
年
度
か
ら
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

入
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
引
き
続
き
、
産
官
学
金
労

の
官
の
部
分
と
し
て
参
画
す
る
と
共

に
、
市
の
個
別
の
事
業
に
お
い
て
も

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
教
育
部

と
も
相
談
を
し
な
が
ら
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
。

点
検
に
合
わ
せ
「
ち
び
っ
こ
広
場
」

に
設
置
し
て
い
る
遊
具
に
関
し
て
も
、

年
１
回
点
検
を
し
て
い
る
。

Q	

撤
去
や
修
繕
等
の
安
全
管
理
に
向
け
、

今
後
、
市
か
ら
補
助
金
等
の
支
援
が

あ
る
か
。

A	
前
回
の
補
助
金
か
ら
15
年
近
く
経
っ

て
い
る
。
町
内
会
等
で
保
有
す
る
遊

具
の
撤
去
や
修
繕
に
対
し
て
も
、
補

助
金
の
交
付
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

八
や

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

 議員

石
いし

川
かわ

晋
しん

太
た

郎
ろう

 議員

小
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

Q	

統
合
は
地
域
住
民
と
教
師
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
な
し
に
成
功
し
な
い
。

成
否
は
形
だ
け
で
な
く
、
統
合
後
の

子
供
達
の
成
長
で
あ
る
。
教
師
と
地

域
に
寄
り
添
い
進
め
て
ほ
し
い
が
。

A	

地
域
と
学
校
職
員
も
あ
る
が
、
子
供

と
保
護
者
を
一
番
大
事
に
し
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

今
後
を
問
う

全
て
の
子
供
た
ち
の
成
長
を

ち
び
っ
こ
広
場
管
理
の
今
後

Q	

町
内
会
等
が
管
理
す
る
通
称
「
ち

び
っ
こ
広
場
」
に
つ
い
て
、
現
在
の

市
の
支
援
を
伺
う
。

A	

市
が
管
理
す
る
公
園
等
の
遊
具
安
全
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ザッ討論 賛成？
反対？

　市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。
　９月定例会では、３議案について、賛成・反対の意見が表明され討論を行いました。

【議案第86号①】事業契約の締結及び指定管理者の指定について
ＰＦＩ事業における一連のモニタリングを通じ
て、業務水準及び事業の安定性を管理していく
ことが可能であること、加点項目審査の点数が
低かった新施設の整備計画については、今後の
設計協議の中で改善を図ることが可能であるこ
となどが説明され、説明内容については概ね理
解する。今後、本市の行財政運営が一層厳しさ
を増すものと考えられる中で、新たな事業手法
がもたらす効果に期待をする。また、地域住民
の声を聞きながら、丁寧な取組を進めることを
要望する。

賛 

成

金谷地区交流拠点整備運営事業に係るＰＦＩ事
業契約は容認できない。事業者選定において、プ
ロポーザル参加は1社で、事業者選定審査委員
会は、事業計画、整備計画、維持管理計画、運
営計画に低い評価点をつけている。
民間事業者にとって収益性の低い事業を継続さ
せるために、ＳＩＢ手法（民間資金を活用して
社会課題解決型の事業を展開し、その成果に応
じて対価を支払う手法）を採用することも問題
だ。また、金谷公民館は、指定管理でなく直営
で行うべきだ。

反 

対

【認定第２号】令和２年度島田市国民健康保険事業特別会計決算の認定について
当年度の保険税の改定は、前年度に県域で行わ
れた資産割廃止の制度改正に伴い、被保険者の
負担を考慮し、所得割を段階的に引き上げたも
のである。生活困窮者やコロナ感染症の影響に
より収入減となった世帯への減免措置や、当年
度の滞納者数は前年度に比べ200世帯減少と、収
納率は県内市部でトップである。当該基金を負
担軽減の財源とすることは設置目的に沿わない
と考える。当年度の決算は、被保険者の負担軽
減や課税の公平化に配慮しつつ、国保事業の安
定を念頭に置いた適正なものである。

賛 

成

島田市は国保税の徴収を所得割、均等割、平等
割の３方式で行っている。令和２年度は医療分
の所得割を0.7％引き上げた。そのため一世帯当
たりの調定額は年間で6,385円、一人当たり4,032
円増額となった。滞納世帯数は461世帯となり、
市民から国保税が高すぎると悲鳴が上がってい
る。特に、均等割は子供の数が多い世帯ほど負
担が増す。こんな理不尽な制度はない。コロナ
禍で大変な時こそ基金の７億円を使って引き下
げるべきだったと考える。

反 

対

【認定第１号】令和２年度島田市一般会計決算について
新型コロナウイルス感染症に係る対策事業に取
り組んだ結果、例年と比較し歳入、歳出とも大
きく増加をしているが、実質収支額は適正な範
囲内である。歳入の確保と、歳出に関しても新
病院建設事業、島田金谷インターチェンジ周辺
地区開発事業及び市役所新庁舎整備事業などが
進められた。コロナ対策やデジタル変革におい
ても、予算が適正かつ効率的に執行され、各事
業が成果を挙げたことについて、改めて評価す
べきものである。

賛 

成

人件費削減を目的として、非正規職員の働き方
の改悪を指摘する。第一は、市民サービスの最
前線である窓口業務等を民間会社に「包括業務
委託」したこと。第二は、会計年度任用職員制
度により、フルタイムからパートタイムへの置
き換わりが進んだこと。本来公務労働は、経験
を積み重ね継続性を持った任期の定めのない職
員を増やして行うべきだ。
また、旧金谷庁舎跡地利活用について、施設の
整備・維持管理・運営に至る一連の業務をＰＦ
Ｉ手法で進める業務委託を行ったが、市の直営
で進めるべきだ。

反 

対
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【議案第86号②】事業契約の締結及び指定管理者の指定について

○＝賛成
×＝反対
△＝棄権

氏　名

横
山　

香
理

天
野　
　

弘

石
川
晋
太
郎

井
上　
　

篤

大
関　

衣
世

曽
根　

達
裕

山
本　

孝
夫

森　
　

伸
一

八
木　

伸
雄

横
田
川
真
人

提
坂 

大
介

平
松 

吉
祝

藤
本　

善
男

清
水　

唯
史

桜
井　

洋
子

四
ツ
谷 

恵

村
田
千
鶴
子

大
村　

泰
史

青
山 

真
虎

会派名 清流の風 島田市民会議 島
と
和
わ
の会 創造島田 日本

共産党
緑風
しまだ

無
会
派

【認定第１号】令和２年度島田市一般会計
決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

【認定第２号】令和２年度島田市国民健康
保険事業特別会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇

【議案第86号】事業契約の締結及び指定管
理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇

※議長（大石　節雄）は採決には加わりません。（並び順は会派ごとの議席順）　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

【採決結果一覧】

金谷地区生活交流拠点整備事業は平成21年度か
ら、地域の住民が中心となり、アンケート実施
や検討委員会を開催し、その提案書に基づき進
められている。事業者選定プロポーザル審査委
員会から当事業を担う事業者に対して、積極的
な木材の利用の充実を、また、公民館運営に対
して永年活動してきた地域住民との積極的な協
議を求める。また健康づくりや介護予防・子育
てなどの事業により世代間交流などの充実を求
める提言が出され、事業の円滑な実施と取組が
期待できる。

賛 

成

契約期間が15年は長すぎる。数年前東京オリン
ピックが決まった時、誰が今のコロナ禍を予想
しただろうか。社会状況は刻々変わる。指定管
理者制度は期間が長くて５年が普通だ。ＰＦＩ
事業そのものを否定しているわけではない。例
えば建物部分は15年でも良いが管理部分は５年
とし、５年ごとに管理者の見直しを行い社会情
勢の変化に応じて維持管理をする臨機応変さが
必要と考える。もっと賢い契約内容に変更する
必要があると考え、反対する。10年以上どうな
るか待っていた金谷の住民は、まだ待つことは
できる。

反 

対

金谷公民館「みんくる」 解体される旧金谷庁舎
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特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
！

意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た

　
地
方
議
会
で
は
、
そ
の
自
治
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
国
（
県
）
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
９
月
議
会
で
は
、
次
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可

決
し
、
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
11
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
長
を
除
く
全
議
員
を
委
員
と
す
る

「
島
田
市
総
合
計
画
に
関
す
る
特
別
員
会
」を
第
２
次
島
田
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
関
す
る
調
査
・
研
究
及
び
審
査
す
る
た
め

に
設
置
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
令

和
８
年
３
月
ま
で
の
、
今
後
４
年
間
に
お
け
る
市
政
の
基
本
的
な

方
針
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
を
な
す
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
て
、
本
市
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
検
証
し
、
未
来
を
見
据
え

た
計
画
と
な
る
よ
う
、
調
査
・
研
究
、
ま
た
、
計
画
の
審
査
を
行

い
そ
の
策
定
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
き
ま
す
。

※
こ
れ
は
国
会
お
よ
び
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
た
意
見
書
の
要
約
で
す
。
提
出
し
た
意
見
書

は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
地
域
経
済
に
も
大
き
な

影
響
が
及
び
、
地
方
財
政
は
来
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
巨
額
の
財

源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、地
域
の
防
災・

減
災
、
雇
用
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
喫
緊
の
課
題
に
迫
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
医
療
・
介
護
、
子
育
て
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
保
障
関
係

や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
、
将
来
に
向
け
増
嵩
す
る
財
政
需
要
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
、
地
方
税
制
の
充

実
・
確
保
が
強
く
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、令
和
４
年
度
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、以
下
５
点
を
求
め
る
。
①

十
分
な
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
②
市
町
村
の
重
要
な
基
幹
税
で
あ
る

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し
は
行
わ
な
い

こ
と
。
③
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
に

講
じ
た
負
担
調
整
措
置
は
、
令
和
３
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。
④
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
つ
い
て
、
更

な
る
延
長
は
行
わ
な
い
こ
と
。
⑤
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
ま
た
は
拡
充
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
を
地
方
税
ま
た
は
地
方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に

税
源
配
分
す
る
こ
と
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

委
員
長
：
藤
本　
善
男

副
委
員
長
：
清
水　
唯
史

委　
　
員
：
井
上　
　
篤　
石
川
晋
太
郎　
青
山　
真
虎

　
　
　
　
　
提
坂　
大
介　
天
野　
　
弘　
曽
根　
達
裕

　
　
　
　
　
四
ツ
谷　
恵　
山
本　
孝
夫　
村
田
千
鶴
子

　
　
　
　
　
横
田
川
真
人　
大
関　
衣
世　
横
山　
香
理

　
　
　
　
　
桜
井　
洋
子　
森　
　
伸
一　
八
木　
伸
雄

　
　
　
　
　
大
村　
泰
史　
平
松　
吉
祝
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令和２年度　政務活動費使用報告
　政務活動費は、地方自治法に基づき地方議会の議員に交付される経費のことで、各地方議会ごとに金額などの交
付要件が定められています。
　島田市議会では、議員１人に年額20万円を上限として交付しています。残額は返還し、超過額は自己負担として
います。
　なお、今回の報告は、改選前（任期H29.5.29 ～ R3.5.28）の議員の政務活動費です。

調査研究費	 市の事業や財政などに関する調査研究などに要する経費
研修費	 議員が行う研修経費、他団体が開催する研修会の参加に要する経費
広報費	 議員の活動や市政について市民へ報告などをするために要する経費
広聴費	 市民からの市政・議員活動への要望や意見の聴取に要する経費
会議費	 議員が行う会議の開催に要する経費及び団体等が開催する意見交換会その他の会議への議員の参加に要する経費
要請・陳情活動費	 議員が要請又は陳情の活動を行うために要する経費
資料作成費	 議員が行う政務活動のために必要な資料の作成に要する経費　
資料購入費	 議員が行う政務活動のために必要な図書や資料の購入に要する経費
その他の経費	 その他議員の行う調査研究に必要なもの

政務活動費収支報告書は、ホームページ・情報公開コーナー（市役所、金谷南支所、金谷北支所、川根支所）
で閲覧することができます。

議員名 交付額
支出内訳

支出合計 自己
負担額 返還額

調査研究費 研修費 資料購入費 その他の
経費

伊藤　孝 200,000 50,825 23,460 14,680 0 88,965 0 111,035 

大石節雄 200,000 0 0 0 0 0 0 200,000 

大関衣世 200,000 0 24,110 0 0 24,110 0 175,890 

大村泰史 200,000 0 0 35,200 0 35,200 0 164,800 

河村晴夫 200,000 0 0 5,560 0 5,560 0 194,440 

齊藤和人 200,000 0 0 15,780 0 15,780 0 184,220 

桜井洋子 200,000 0 0 13,740 0 13,740 0 186,260 

佐野義晴 200,000 0 0 0 0 0 0 200,000 

清水唯史 200,000 0 24,110 21,706 71,060 116,876 0 83,124 

杉野直樹 200,000 0 0 0 0 0 0 200,000 

曽根嘉明 200,000 0 0 0 0 0 0 200,000 

平松吉祝 200,000 0 0 0 0 0 0 200,000 

福田正男 200,000 52,105 104,920 38,902 0 195,927 0 4,073 

藤本善男 200,000 0 0 12,540 4,500 17,040 0 182,960 

村田千鶴子 200,000 0 0 10,854 0 10,854 0 189,146 

森　伸一 200,000 51,805 90,786 0 0 142,591 0 57,409 

山本孝夫 200,000 52,105 29,640 1,980 0 83,725 0 116,275 

横山香理 200,000 0 0 0 0 0 0 200,000 

合　　計 3,600,000 206,840 297,026 170,942 75,560 750,368 0 2,849,632 

（単位：円）令和２年度支出があった経費のみを掲載しています。

報告します！
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　９月定例会は、緊急事態宣言が出された中での議
会となり、新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、
一般質問、議案審議を行いました。また、今回各委
員会での委員以外の議員による傍聴は、Zoom配信
で対応しました。今後、市民との議会報告会・意見
交換会にも、状況に応じて採用する計画です。
　今議会の内容を、「読みやすく、わかりやすく、親
しみやすく」をモットーに編集した議会だよりをお
届けします。ご意見、ご感想などお寄せください。

編 集 後 記

本会議をインターネットで生中継しています。
パソコンやスマートフォンをお持ちの方は、

ぜひ、ネット傍聴をご利用ください。

11月市議会定例会のお知らせ

日 月 火 水 木 金 土
11/21 22 23 24 25 26 27

議会運営委員会
（一般質問割振り）
本会議（初日）

28 29 30 12/1 2 3 4

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（一般質問：個人）

5 6 7 8 9 10 11

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（議案質疑）
予算･決算特別
委員会全体会

予算･決算特別
委員会分科会
常任委員会
（厚生教育）
（経済建設）

予算･決算特別
委員会分科会
常任委員会
（総務生活）
（予備）

12 13 14 15 16 17 18

予算･決算
特別委員会
全体会

19 20 21 22 23 24 25

議会運営
委員会

本会議
（最終日）

☆開会時間は…
　本会議、特別･常任委員会　9：30 ・ 13：30

議会をオンラインで見てみよう！

議会だより編集等に関する特別委員会
【委 員 長】桜井　洋子
【副委員長】青山　真虎
【委　　員】石川晋太郎、提坂　大介

天野　　弘、清水　唯史

※下のカレンダーの水色のラインで示された日には、インターネットでの生中継を行
います。
※議場での傍聴をご希望の場合は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴
にあたってはマスクの着用と手指消毒の徹底をお願いします。
※37.5度以上の熱、または平熱より1度以上高い熱がある方、息苦しさや強いだるさ
などの症状がある方は傍聴をお控えください。
※新しい生活様式のため、傍聴席を53席から22席（うち3席は車いす専用）に減らし
ております。ご了承ください。


